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議案幸三惑 

遠賀川駅前広場に時計塔〝

遠賀川駅前広場でひときわ目につく時計塔

この時計塔は、町内の有志二十人で結成されたキャグッ21

寺　町　波　府　停

も多いと思います

のみなさんが、昨年末のチャリティ餅つき大会の売上金を充てて設置したもの

キャッツ21のみなさん

これからは、時間をもっともっと大切にします

キ
ャ
ッ
ツ
2
1
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

時
間
を
も
っ
と
も
っ
と
大
切
に
し
ま
す

キ
ャ
ッ
ツ
2
1
の
み
な
さ
ん
　
（
敬
称
略
）

松
井
　
力
（
遠
賀
川
）
　
佐
伯
重
義
（
旧

案
総
一
郎
（
松
ノ
木
）
　
江
頭
　
実
（
別

横
田
　
勤
（
別
　
府
）
　
大
場
垂
徳
（
広

東
田
康
成
（
遠
賀
川
）
　
三
浦
和
洋
（
薪

松
井
　
悟
（
尾
　
鰭
）
　
木
村
隆
治
（
木

石
松
福
　
〓
遠
賀
川
）
　
柴
田
康
則
（
遠
賀
川
）

長
野
荒
次
郎
（
松
ノ
本
）
　
田
中
日
出
夫
（
遠
賀
川
）

小
松
秀
憲
（
虫
生
津
）
　
折
尾
常
害
（
木
　
守
）

信
行
宏
哉
（
鬼
　
溝
）
　
長
浜
芳
彦
（
別
　
府
）

高
杢
一
重
（
遠
賀
川
）
　
石
橋
貴
五
（
松
ノ
木
）
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ス
ポ
ー
ツ
で

い
い
汗
か
い
て

み
ま
せ
ん
か

「
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

遠
賀
町
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
健
康
体
力
づ
く
り

に
最
も
効
果
的
な
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
が
特
定
の
人
だ
け
の
も

の
で
な
く
、
だ
れ
も
が
行
え
る
も
の
と
し
て
、
〝
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
〟
を
目
指
し
、

特
別
な
体
力
や
技
術
を
必
要
と
せ
ず
、
ま
た
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介
す
る
「
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

「
ど
う
も
ス
ポ
ー
ツ
は
苦
手
で
・
・
で
も
健
康
の
た
め
に
何
か
し
な
け
れ

ば
・
・
」
と
考
え
て
い
る
あ
な
た
－
　
そ
う
、
あ
な
た
が
主
役
で
す
。

さ
あ
、
ス
ポ
ー
ツ
で
い
い
汗
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

だ
れ
に
で
も
簡
単
に
で
き
る

種
目
を
そ
ろ
え
ま
し
た

「
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
」
で
は
、

だ
れ
に
で
も
簡
単
に
で
き
る
、
そ
し
て

安
全
な
次
の
四
種
目
を
紹
介
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
…
柔
ら
か
い
ゴ

ム
製
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
使
い
、
四
人

で
プ
レ
ー
し
ま
す
。
突
き
指
や
け
が
が

少
な
く
、
だ
れ
に
で
も
簡
単
に
で
き
ま

す。イ
ン
デ
ィ
ア
カ
…
大
き
な
ハ
ト
ミ
ン
ト

ン
の
羽
の
よ
う
な
も
の
を
手
で
つ
き
ま

す
。
ル
ー
ル
は
六
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
同
じ
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
ゲ
ー

ム
が
楽
し
め
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
…
木
の
ス
テ
ィ
ッ

ク
で
木
製
の
球
を
転
が
し
、
何
打
で

ホ
ー
ル
に
入
れ
る
か
を
競
い
ま
す
。
球

が
飛
び
ま
せ
ん
か
ら
、
安
心
し
て
ゲ
ー

ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ペ
タ
ン
ク
…
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
お

し
ゃ
れ
な
ス
ポ
ー
ツ
、
自
分
の
球
を
で

き
る
か
ぎ
り
目
標
に
近
づ
け
る
競
技
で

す
。
魅
力
は
最
後
の
ど
ん
で
ん
か
え
し
。

さ
あ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

各
小
学
校
校
区
ご
と
に
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。



Let’s Try

すがすがしさが残る

魅力的なスポーツです

逼質町ソフトバレーボール連盟会長

添田　厚子きん（老良）

昭和61年に退職してから、健

康維持と人の論を広げられたら

と思い、ソフトバレーボールを

始めました。体を無理して使う

ようなスポーツではないので、

すぐに慣れることができました。

町にも約九十人の愛好者がい

て、30歳代の人から64歳の私ま

で、年齢に関係なく楽しくやっ

てます。

練習、試合の終わった後の、

すがすがしさが、なんといって

も魅力ですね。
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ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
っ
て
ど
ん
な
極
目
？

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
紹
介
す
る

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

の

特

徴

は

競
技
で
使
用
す
る
ポ
ー
ル
は
柔
ら
か

く
、
姶
め
て
の
人
で
も
ボ
ー
ル
へ
の
抵

抗
感
が
な
く
、
突
き
指
な
ど
の
け
が
の

心
配
も
な
い
こ
と
か
ら
、
体
力
的
、
技

術
的
に
も
小
学
生
か
ら
年
配
者
ま
で
だ

れ
に
で
も
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
比
べ
、

ポ
ー
ル
の
動
く
速
さ
が
少
し
避
い
た

め
、
そ
の
分
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
体
を
動

か
す
こ
と
に
な
り
、
健
康
体
力
づ
く
り

に
効
果
的
で
す
。

短
歌
（
お
ん
が
綾
歌
会
誌
革
）

河
中
靖
喜
選

煩
悩
は
さ
ほ
ど
持
た
ぬ
と
思
え
と
も

鳴
り
い
ず
る
銘
の
雷
に
吸
わ
る
る

中
野
ス
工
ノ

咳
し
っ
つ
朝
刊
配
る
少
年
の

背
に
綾
の
降
り
か
か
り
た
り

伊
藤
ア
キ
コ

年
の
瀬
に
彼
方
の
架
を
眺
め
つ
つ

流
れ
る
星
に
夢
を
託
し
ぬ河

原
タ
ツ
ミ

三
年
の
連
用
日
記
綴
り
見
れ
ば

金
額
増
え
い
ぬ
孫
へ
の
お
年
玉

藤
沢
　
国
子

初
孫
と
英
に
過
こ
せ
し
松
の
内

仕
舞
う
乳
培
車
に
名
残
り
つ
き
ざ
る

一
－
一
滴
寿
美
子

俳
句
へ
遵
責
俳
麦
句
会
抄
）

池
田
宰
利
運

初
H
さ
す
い
つ
も
の
天
と
少
女
駈
け

小
野
多
恵
子

煮
凝
り
の
魚
の
目
玉
の
大
い
な
る

三
村
　
妙
子

大
根
の
お
お
か
た
抜
か
れ
夕
べ
か
な

川
上
　
久
男

枯
声
の
水
よ
り
昏
れ
て
風
立
ち
ぬ

徳
永
小
代
子

述
叡
雪
し
か
と
す
は
れ
る
嬰
児
の
首

柴
田
と
も
子

［
回
国
日
日
〓

浮
木
の
繁
山
善
男
さ
ん
の
作
品

新
入
児
ふ
く
ら
む
胸
で
春
を
待
ち

冬
眠
も
そ
ろ
そ
ろ
終
る
万
歩
計

半
額
と
聞
い
て
荷
物
を
ま
た
掘
し
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都田 便さ �� 

局ん 長ご 夫 婦 毒 と ▼ － ��　　こ二幸 2月13日、青少年町民育成会議浅木小校区の主催 

顧 �で、ドッジボール大会が行われました。小学校1年 生から6年生まで約160人が参加。会場の浅木小学校 では、体育館、校庭に子ともたちの元気な声が響き わたりました。 「クラス、地域を抜きにして子ともたち全員がひ � 
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の筒井孝さん（虫生津）が言われるように、チーム � 

溺確聞i撥． �編成は、学年別にパラパラで、この日ばかりは、い つも対戦している隣のクラスの人たちもチームメイ ト。 「きみ、ドッジボールうまいんだね。」そんな一言 から、友情の輔が広がっていきました。 
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くlしの

情報

圏
金資源保護のため
あき缶はリサイクルへ

e

今お持ちの保険証は、3月31日

で有効期限が切れます。新しい保

険証は、次の日程で交付します。

♭と　き＝4月1日（杓、2日（斜の

午前9時一午後4時

♭ところ＝役場玄関ホール

〉持　参＝保険証（藤色）、印鑑

●遁臨地の学生など家族と別に保

険証を持っている人は、申請書

（住民課にあります）に学生証の

写、または在学証明書を添付し、

印鑑持参のうえ住民課で手続き

をしてください。

〆「

6 �6 �5 �5 �期 

月 �月 �月 �月 
8 日 �3 日 �27 日 �25 日 �目 

（火） �（村 �休〉 �（火〉 

見 

九大大 州濠演 公人 �繕 合七 七、 �欝 �綴 i合 

粥 ���謁 �学 施 
リ 園丁 

本 科庭楽 �；； �琵 �アノヽ 飴 �設 

館固隻 �iI �院了 

闇
拙
醐

二
些
一
L
i
引
⊥
　
一

鵡
諺
わ
酷
薄

○

○

置

き

●

○

○

諺
∴
黛

聴
係
℡
0
9
2
　
（
6
5
1
）
　
1
1
1

1
代
表
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

県
政
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ア
イ

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
日
植

●
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
成
人
女
性

●
募
集
人
員
　
各
回
四
十
五
人
程
度

●
応
募
締
切
り
　
4
月
2
0
日
　
（
火
）
当

日
必
着

●
申
込
み
　
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る

日
を
記
入
し
て
、
〒
8
1
2
福
岡
市

博
多
区
東
公
園
1
－
1
県
広
報
課
公

（
有
）
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

の
磯
貝
を
募
集
し
ま
す

●
職
種
　
芦
屋
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
下

水
処
理
場
）
　
の
管
理
業
務

●
人
員
　
若
干
名

●
年
齢
　
5
0
歳
く
ら
い
ま
で

●
給
与
　
会
社
規
定
に
よ
り
ま
す

●
待
遇
∴
貸
与
年
二
回
、
各
穏
保
険
、

退
職
金
あ
り

●
申
込
み
　
3
月
2
0
日
ま
で
に
　
（
有
）

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
〔
〒
8
0
7
－

0
1
芦
屋
町
大
字
芦
屋
一
四
四
人

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
4
0
2
〕
　
へ
履
歴

書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

岡
垣
。
踊
電

働
者
や
中
堅
技
能
労
働
者
が
行
う
仕
率

の
職
種
別
専
門
知
識
を
系
統
的
に
幅
広

く
習
得
す
る
た
め
に
、
通
信
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
資
枯
　
実
務
経
験
の
あ
る
人

●
受
付
　
随
時
行
な
っ
て
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
八
幡
技
能
開
発
セ
ン

タ
ー
開
発
援
助
課
℡
　
（
6
4
1
）
　
4

9
0
6
※
申
込
書
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
請
求
は
電
話
で
ど
う
ぞ

生
産
現
場
の
指
導
者
の
み
な
さ
ん

へ
－
通
信
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す

八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生

産
現
場
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
技
能
労

簿
記
（
初
級
）
・
パ
ソ
コ
ン

技
術
講
習
会
が
あ
り
ま
す

●
対
象
　
就
業
希
望
の
女
性

●
定
員
　
三
十
人

●
講
習
期
間
　
5
月
1
日
～
6
月
2
2
日

の
延
べ
二
十
一
日
間

●
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
は
各
自
負

担）
●
講
習
会
場
　
北
九
州
パ
レ
ス

●
申
込
み
　
3
月
2
5
日
、
2
6
日
の
午
前

9
時
－
正
午
、
午
後
1
時
～
5
時
に

「
福
岡
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
」

℡
0
9
4
8
　
（
2
3
）
　
4
1
5
6
へ

電
話
で
ど
う
ぞ

平
成
5
年
度
前
期
技
能
検
定

の
申
請
受
付
を
行
い
ま
す

●
期
間
　
4
月
5
日
（
月
）
～
1
6
日
（
金
）

●
職
種
　
造
園
、
機
械
加
工
、
語
気
機

器
組
み
立
て
、
防
水
施
工
、
塗
装
な

ど
四
十
九
職
程
、
八
十
七
作
業

●
申
込
み
　
福
岡
県
職
業
能
力
開
発
協

会
℡
0
9
2
　
（
6
1
1
）
　
1
2
3
8

ま
た
は
、
枝
寄
り
の
公
共
職
業
訓
練

施
設
へ

●
問
い
合
わ
せ
　
県
労
働
部
職
業
能
力

開
発
課
技
能
振
興
係
℡
0
9
2
　
（
6

5
1
）
　
1
1
1
1
代
表
へ

㊨
馳
㊧
憧

人
の
委
貝
が
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相

談
に
応
じ
て
、
助
言
、
指
示
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

遠
賀
町
の
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
（
敬
称
略
）

黒
田
梅
碓
（
遠
賀
川
）
、
毛
利
秀
済
（
虫

生
津
）
、
内
田
金
雄
　
（
お
ん
が
自
動
車

学校）
●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
地
域
改
善
係

紹
介
し
ま
す
－
地
域
交

通
安
全
活
動
推
進
委
員

町
内
の
駐
車
問
題
を
は
じ
め
、
交
通

の
安
全
と
円
滑
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な

問
題
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
解

決
を
図
っ
て
い
く
地
域
交
通
安
全
推
進

委
員
制
度
が
あ
り
ま
す
。
町
内
に
も
三

北
九
州
都
市
高
速
道
路
の
通
行
料

金
が
全
線
均
一
料
金
に
な
り
ま
す

－
　
4
月
1
日
か
ら

4
月
1
日
午
前
0
時
か
ら
、
北
九
州

都
市
高
速
道
路
の
通
行
料
金
が
、
す
べ

て
普
通
車
一
二
百
六
十
円
、
大
型
車
七
百

二
十
円
の
均
一
料
金
に
な
り
ま
す
。

通
行
料
金
は
、
全
線
、
入
口
料
金
所

で
支
払
、
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
出
口
料
金
所
は
撤
去
さ
れ
、
ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
と
な
り
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
九
州
自
動
車
道
な
ど
か
ら
北

九
州
都
市
高
速
道
路
に
乗
り
継
ぐ
場
合

は
、
接
続
す
る
門
司
、
馬
場
山
の
本
線



こ家庭で不要になった
纏のぼりはありませんか

教育委貝会では、毎年5
月に行っている「子ども祭
り」で飾る鯉のぼりを探し
ています。
ご家庭で不要になった鯉

のぼりがありましたら、社

会教育課℡（293）1234まで
ご連絡ください。受け取り
に伺います。

動

料
金
所
で
両
道
路
の
通
行
料
金
を
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
二
箇
所
の

料
金
所
に
限
り
、
日
本
道
路
公
団
、
本

州
四
国
連
絡
橋
公
団
、
阪
神
高
速
道
路

公
団
が
発
行
し
た
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド

が
北
九
州
都
市
高
速
道
路
の
通
行
料
金

の
支
払
い
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

従
来
の
回
教
通
行
券
（
普
通
車
百
五

十
円
～
三
百
円
、
大
型
車
三
百
円
－
六

百
円
）
　
は
、
3
月
中
旬
か
ら
新
し
い
回

数
通
行
券
と
交
換
も
し
く
は
、
払
い
戻

し
を
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
北
九
州
高
速
道

路
公
社
北
九
州
事
務
所
管
理
課
℡
0

9

3

　

（

9

2

2

）

　

6

8

1

1

6
6
1
8
、
柴
田
副
支
部
長
℡
　
（
2

9

3

）

　

1

0

1

5

へ

い
た
ず
ら
電
話
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

最
近
、
遠
賀
郡
内
の
主
婦
を
対
象
に

警
察
官
と
偽
っ
て
電
話
を
か
け
、
家
庭

内
の
事
を
聞
き
出
す
と
い
う
悪
質
な
い

た
ず
ら
電
話
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
竃
話
の
場
合
、
相
手
の
用
件

を
尋
ね
、
一
旦
、
電
話
を
切
っ
て
か
け

な
お
す
な
ど
の
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
困
り
の
と
き
は
、
折
尾
醤
察
暑
℡

（
6
9
1
）
　
0
0
3
1
へ

あ
な
た
の
愛
を
分
け
て
く
だ

さ
い
献
血
車
が
ま
い
り
ま
す

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

県
交
通
安
全
協
会
で
は
、
運
転
継
続

年
数
が
五
年
以
上
で
無
事
故
無
違
反
の

人
を
対
象
に
優
良
自
動
車
運
転
者
の
表

彰
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
申
込
み
期
限
　
3
月
2
0
日

●
申
込
み
　
折
尾
交
通
安
全
協
会
℡

（
6
0
1
）
　
1
8
1
8
ま
た
は
遠
賀

支
部
の
毛
利
支
部
長
℡
　
（
2
9
3
）

3
月
は
少
年
を
暴
力
団
等
か

ら
守
る
活
動
強
化
月
間
で
す

暴
力
団
は
、
組
織
供
給
源
、
あ
る
い

は
、
資
金
源
と
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ

な
手
段
を
使
っ
て
、
少
年
た
ち
に
近
づ

い
て
き
ま
す
。

地
域
で
活
動
を
展
開
し
、
忍
び
寄
る

魔
の
手
か
ら
少
年
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ

、つo●
問
い
合
わ
せ
　
折
尾
答
案
署
℡
　
（
6

9

1

）

　

0

0

3

1

●
と
き
　
3
月
1
7
日
㈱
午
前
9
時
5
0
分

－
正
午
、
午
後
1
時
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
役
場
玄
関
前

●
種
類
　
①
二
百
α
②
四
百
諏
③
成
分

献
血
　
（
登
録
制
二
十
五
人
ま
で
）

喜
1
割
引
－

●
と
き
　
3
月
1
8
日
㈱

午
後
1
時
1
0
分
～
2
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
　
（
役
場
横
）

●
対
象
　
1
歳
6
か
月
～
8
か
月
児

（
平
成
3
年
1
月
～
9
月
生
ま
れ
）

対
象
者
に
は
、
個
別
通
知
し
ま
す

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳

検
診
表
（
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
保
健
指
導
、
診

察
（
内
科
・
歯
科
）

「
訓
－
鳳
－
制
－
謝
－

●
と
き
　
3
月
2
3
日
㈹

午
前
9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
象
　
生
後
1
か
月
－
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
保
健
指

導
●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
・
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

こ
の
集
い
は
、
精
神
障
害
者
と
そ
の

家
族
の
皆
さ
ん
が
、
精
神
保
健
思
想
に

つ
い
て
考
え
理
解
を
深
め
て
い
く
た
め

の
も
の
で
す
。

●
と
き
　
3
月
2
6
日
㈲
午
後
1
時
0
0

分－
●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所

℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

●
内
容
　
県
立
太
宰
府
病
院
精
神
科
医

野
見
山
晃
さ
ん
の
講
演
「
心
の
病
を

持
つ
患
者
さ
ん
を
理
解
す
る
た
め
に
」

平
成
5
年
度
食
生
活
改
善
推
進

破
棄
経
費
会
）
の
受
繍
生
募
集

健
康
管
理
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
健
康
や
栄

養
に
つ
い
て
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
食
生

活
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

●
日
程
　
平
成
5
年
4
月
～
6
年
3
月

の
毎
月
第
三
金
曜
日

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所

●
時
間
　
午
前
9
時
0
0
分
－
正
午

●
受
講
料
　
無
料

●
募
集
人
員
　
約
十
人
　
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
切
り
）

●
申
込
み
　
3
月
2
6
日
㈲
ま
で
に
福
祉

課
保
健
衛
生
係
ま
で
電
話
で
ど
う
ぞ

●
そ
の
他
　
十
回
以
上
の
出
席
者
に
は

終
了
証
書
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、

終
了
後
は
、
緑
黄
会
員
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

一
一
九
コ
ー
ナ
ー

●
遠
賀
郡
消
防
本
部
（
型
1
2
3
1

〝
た
き
火
や
野
焼
き
か
ら
の

出
火
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
〟

3
月
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の

起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。

特
に
、
た
き
火
や
野
焼
き
に
よ
る
火

災
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

た
き
火
か
ら
火
災
に
な
っ
た
原
因
は

大
半
が
飛
び
火
に
よ
る
も
の
で
す
。
火

の
粉
は
強
い
春
風
に
乗
っ
て
百
メ
ー
ト

ル
以
上
も
飛
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
き
火
や
野
焼
き
を
す
る
場
合
に

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

1
．
一
回
で
た
く
さ
ん
燃
や
さ
ず
に
、

小
分
け
し
て
行
う
。

2
．
消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て

お
く
。

3
．
風
の
強
い
と
き
や
乾
燥
注
意
報
が

出
て
い
る
と
き
は
避
け
る

4
．
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
が
な
い
所

で
行
う
。

5
．
火
が
完
全
に
消
え
る
ま
で
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

6
．
事
故
防
止
の
た
め
、
ス
プ
レ
ー
缶

や
蓋
の
閉
ま
っ
て
い
る
ビ
ン
な
ど
は

絶
対
に
燃
や
さ
な
い
。

管
内
　
火
災
・
救
急
件
数

（
1
月
1
日
～
3
1
日
）
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総
面
積
二
十
二
・
二
九
臆
　
『
水
と
緑
』
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
町
。
現
在
二
十
三
区
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
も
、
素
敵
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
　
「
お
ん
が
」
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

若

松

地

区

の

独

立

そ
の
昔
、
若
松
区
は
、
鬼
津
の
若
松

と
呼
ば
れ
、
現
在
の
よ
う
に
一
つ
の
行

政
区
で
は
な
く
、
鬼
津
に
あ
る
一
つ
の

地
区
の
通
称
名
で
し
た
。
し
か
し
、
若

松
地
区
の
人
た
ち
の
中
に
は
、
か
ね
て

か
ら
『
鬼
津
か
ら
わ
か
れ
た
い
」
と
の

願
い
を
も
っ
て
、
折
に
ふ
れ
て
話
題
に

し
、
そ
の
日
の
来
る
の
を
待
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
そ
れ
が
、
県
道
浜
口
・
遠

賀
線
（
芦
屋
線
）
　
が
整
備
さ
れ
、
昭
和

4
6
年
5
月
に
「
若
松
区
」
と
し
て
鬼
津

か
ら
独
立
し
、
境
界
の
線
引
き
が
行
わ

れ
、
今
日
の
大
字
若
松
と
な
り
、
長
年

の
夢
が
か
な
え
ら
れ
ま
し
た
。

平
和
な
暮
ら
し
を
願
い
続
け
て
き
た

地
区
の
人
た
ち
の
心
の
よ
り
と
こ
ろ

若
松
区
に
あ
る
住
吉
神
社
は
、
貞
享

元
年
（
一
六
八
四
年
）
烏
見
山
頂
に
あ
っ

た
も
の
を
現
在
地
に
移
築
し
た
も
の

で
、
社
殿
は
大
阪
の
住
吉
総
本
宮
に
向

け
ら
れ
て
お
り
、
交
通
安
全
の
祭
神
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
の
人
た
ち
は
、
こ
の
住
吉
神
社

を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
ま
た
、
栄

宗
寺
、
堂
塔
寺
と
い
っ
た
仏
閣
を
心
の

支
え
と
し
て
、
暮
ら
し
を
営
み
、
平
和

な
生
活
を
送
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
も
、
住
吉
神
社
や
栄
宗
寺
に
は

伝
統
行
事
が
残
り
、
若
松
区
で
守
り
つ

づ
け
て
い
ま
す
。
特
に
5
月
2
0
日
の
御

神
事
祭
（
住
吉
神
社
）
　
や
、
8
月
1
7
日

の
千
灯
明
　
（
栄
宗
寺
）
　
な
ど
は
毎
年
盛

大
に
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

〔
以
上
、
区
長
の
池
田
司
さ
ん
ほ
か
委

員
の
皆
さ
ん
の
お
話
よ
り
〕

水
害
や
塩
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た

農
業
も
虚
数
園
芸
で
克
服

若
松
区
は
遠
賀
町
で
も
、
海
に
近
い

所
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
北
や
北
西

か
ら
の
季
節
風
の
影
響
で
塩
害
に
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
理
的
条
件

か
ら
水
の
被
害
も
受
け
や
す
い
地
区
で

も
あ
り
ま
す
。
遠
賀
町
の
地
形
を
見
る

と
わ
か
る
よ
う
に
、
芦
屋
台
地
と
呼
ば

れ
る
丘
陵
地
が
若
松
区
の
西
側
に
走
っ

て
い
る
た
め
、
一
度
洪
水
が
起
こ
る
と

水
は
、
は
け
口
を
求
め
て
こ
の
地
区
を

襲
い
ま
す
。
明
治
2
4
年
、
昭
和
2
8
年
の

大
水
害
は
、
大
き
な
傷
痕
を
残
し
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
地
理
的
条
件
は
、
地

区
の
農
業
経
営
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
家
の

皆
さ
ん
は
、
フ
キ
や
イ
チ
ゴ
の
施
設
園

芸
な
ど
に
力
を
入
れ
、
地
理
的
条
件
を

克
服
し
な
が
ら
農
業
生
産
の
向
上
に
努

家
庭
的
な
雰
囲
気
で
地
区
の

連
帯
感
は
と
て
も
強
い
で
す

地
区
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
た
め
毎
年
運
動
会
を
行
っ
て
い
た

若
松
区
で
す
が
、
小
さ
な
地
区
で
あ
る

、
う
え
住
民
の
高
齢
化
も
進
み
近
年
、
開

催
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
区
民
が
気
軽
に
楽
し
め

る
も
の
は
な
い
か
と
考
え
昨
年
は
、
区

民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
計
画
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
い
に
く
の
雨
の

た
め
、
急
き
ょ
懇
親
昼
食
会
に
変
更
。

そ
れ
で
も
五
十
人
以
上
の
人
が
集
ま

り
、
に
ぎ
や
か
な
会
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
公
民
館
長
の
小
林
海
神
さ
ん
は
、

「
何
か
行
事
を
行
お
う
と
す
れ
ば
、
皆

さ
ん
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。

家
族
的
な
雰
囲
気
で
、
地
区
の
連
帯
感

は
と
て
も
強
い
で
す
よ
。
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

園
田
回
国

今
月
号
の
「
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
教

室
」
の
取
材
中
「
健
康
の
た
め
、
一
日

一
万
歩
は
歩
き
ま
し
ょ
う
な
ど
と
い
っ

て
み
た
り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
体
に
悪
い

な
ど
と
言
っ
て
み
だ
り
、
矛
盾
し
て
る

よ
ね
」
と
い
っ
た
話
が
出
ま
し
た
。
結

局
、
な
ん
で
も
「
適
度
、
適
量
が
大
事
」

と
言
う
結
論
に
落
ち
つ
い
た
の
で
す
か

…
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
帰
宅
後
「
適

度
、
適
量
が
一
番
」
と
つ
ぶ
や
き
な
が

ら
の
晩
酌
、
と
思
い
き
や
、
聞
き
慣
れ

た
声
が
台
所
か
ら
「
ヘ
ー
つ
、
お
酒
の

適
量
っ
て
日
ご
と
に
増
え
る
も
の
な

の
」
…
ド
キ
ッ
／
　
（
英
）

●
作
品
　
町
美
術
愛
好
会
水
墨
ク
ラ
ブ

会
員
九
人
に
よ
る
作
品
二
十
六
点

●
期
間
　
3
月
3
1
日
ま
で

墓
の
濃
淡
、
か
す
れ
、
に
じ
み
の
妙

味
に
と
り
つ
か
れ
た
素
人
ば
か
り
の
作

品
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。


